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宮若市では、予算書の概要をマネーブックにまとめ、市民のみなさんに配布して
います。このマネーブックは、「第１次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に
基づき構成し、基本方針ごとに、どのような事業をどのような金額で行う予定にし
ているのかを紹介しています。

宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く 新たなふるさと」を将来像として
まちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めています。
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宮若市では、市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆様に
まちづくりに関する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めています。

そのひとつとして、予算の概要をわかりやすく説明した「宮若市マネーブック
～わかりやすい予算書～」平成２７年度版をこのたび作成いたしました。

平成２７年度予算は、間断ない行財政改革の推進による経常的経費の抑制や歳
入の確保などにより、６年連続して財政調整基金の繰入を行わず収支の均衡を保
つことができ、第１次宮若市総合計画の実現をめざし、主要施策を中心に、着実
に事務事業を進めて参ります。

とりわけ、若宮小学校と宮若西中学校の小中一貫教育校の平成２８年４月の開
校、（仮称）光陵住宅団地の平成２９年４月分譲開始に向けて重点的に事業推進
を行うとともに、中心拠点施設（庁舎）及び庁舎に連携する防災拠点施設の整備、
さらには認定こども園の整備に向けた準備に取り組みます。また、経済再生こそ
が財政健全化を促し好循環をつくり出していくという基本方針のもと、第３次安
倍内閣では「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定されました。本市で
も国の施策を踏まえながら、「地方人口ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創
生総合戦略」を策定し、積極的に地方創生の取り組みを推進します。

宮若市は、平成１８年２月の新市誕生から９年が経過し、平成２７年度は市制
施行１０周年を迎えます。若宮八幡宮所蔵の岩佐又兵衛勝

かつもち

以作・三十六歌仙絵の
里帰り展示をはじめ、ふるさと宮若の温もりを感じさせるさまざまな記念事業を
計画し、この１０年という節目を、歴史や文化、先人たちの想いを顧み、そして、
これからの未来を展望する絶好の機会ととらえ、今なすべきことを皆さんととも
に十分に検証し、さらなる宮若市発展への一歩へとつなげていきたいと考えてい
ます。

わが国は急激な少子高齢化や人口減少など、たいへん厳しい時代の変革期を迎
えています。「地方創生」という新たな時代へ向かって、宮若市は恵まれた地域
資源を最大限に活かし、活気ある輝くふるさとづくりの実現に向け邁進して参り
ますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

                               平成２７年５月　

ごあいさつ
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平成２７年度　宮若市一般会計予算
総額 １７３億７，４３８万円 （前年度比 ０．０３％増）

市税
　４２億４，２１６万円
　（２４．４％）

分担金・負担金
　１億４，６１７万円 （０．９％）

使用料・手数料
　３億８，８８８万円
　（２．２％）

繰越金
　３億９，０００万円
　（２．３％）

その他
　２億９，４８３万円
　（１．７％）

地方交付税
　４３億５，８０４万円
　（２５．１％）

県支出金
　１０億１，０３４万円
　（５．８％）

国庫支出金
　３６億５，４６９万円 （２１．０％）

交付金
　７億５，２２０万円
　（４．３％）

市債
　２１億３，７０７万円
　（１２．３％）

歳入予算の
ポ イ ン ト

● 「市税」は、企業収益の回復を見込み法人市民税が増加しています。
● 「国庫支出金」は、道路新設改良事業や小中一貫教育校建設事業に対する
　ものなどが増加しています。
● 「市債」は、国庫支出金と同じく道路新設改良事業や小中一貫教育校建設事
　業などが増加しています。
● 昨年度に引き続き、基金（貯金）を取り崩さずに予算を編成することができまし
　た。

自主財源 　３１．５％（前年度比 － １．９％）
　・市が自主的に収入できる財源のことです。
　・市税、分担金・負担金、使用料・手数料、繰越金などがあります。
　・多いほど財政が安定し、自主的な事業をより多く行うことが出来ます。

依存財源 　６８．５％（前年度比 ＋ １．９％）
　・国や県から交付されたり、割り当てられたりする財源のことです。
　・地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債などがあります。

歳 入

自主財源
 ３１．５%

依存財源
 ６８．５%
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人件費
　２２億５７１万円
　（１２．７％）

扶助費
　４１億３，８７９万円
　（２３．８％）

公債費
　１４億４，２０１万円
　（８．３％）

物件費
　２４億５，０５９万円
　（１４．１％）

投資的経費
　３５億９，０５５万円
　 （２０．７％）

補助費等
　１４億９，４４５万円
　（８．６％）

繰出金
　１６億８，５１９万円
　（９．７％）

義務的経費　４４．８％（前年度比 − ０．４％）
　・支出が義務づけられていて任意に削減できないお金のことです。
　 ・人件費、扶助費、公債費のことです。
　・扶助費とは、生活保護費、子どもや高齢者などの生活支援にかかるお金のことです。
　・公債費とは、市の借金返済にかかるお金です。
　・義務的経費の割合が多いほど、財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。

投資的経費　２０．７％（前年度比 ＋ ０．５％）
　・道路や公園などの公共施設整備にかかるお金のことです。
　・主な事業は、小中一貫教育校建設や市道整備などです。

その他の経費　３４．５％（前年度比 − ０．１％）
　・物件費とは、賃金、旅費、需用費、委託料、備品購入費などのことです。
　・補助費等とは、個人や各種団体への補助金、消防署や介護保険広域連合への負担金です。
　・繰出金とは、国民健康保険や公共下水道などの特別会計への支出金です。

歳 出

歳出予算の
ポ イ ン ト

● 「義務的経費」は、人件費や公債費が減少し、保育所や障がい者支援経費の
　増加などにより扶助費が増加しています。
● 「投資的経費」は、道路新設改良事業や小中一貫教育校建設事業などが増加
　しています。
● 「その他の経費」は、消防署への負担金や臨時福祉給付金の減少などにより
　補助費等が減少しています。

維持補修費
　２億７，７６１万円（１．６％）

その他
　８，９４８万円（０．５％）

義務的経費
４４．８%

投資的経費
２０．７%

その他の経費
３４．５%
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第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 空き家等対策事業　( まちづくり推進課 )

３００ 万円

財源　市：３００万円

空き家等の対策については、本年度に市内
全域にわたる空き家等実態調査を実施します。
この調査結果を踏まえ、昨年の１１月に成立
し、本年の５月に全面施行される「空家等対
策の推進に関する特別措置法」に基づく対策
を検討・実施していきます。

　　　　　　　　　　　　　

■ 不法投棄防止対策事業　( 環境保全課 )

１４０ 万円

財源　市：１４０万円

　不法投棄防止推進委
員による監視体制の強
化や不法投棄防止監視
カメラ、看板、防護柵
の設置などによる不法
投棄の防止に努めます。

また、環境クリーン
作戦や遠賀川流域河川

一斉清掃の実施、自治会などが実施している
環境美化運動の支援を行います。

　
■ 住宅用新エネルギー設備等設置
　 補助事業　( 環境保全課 )

１００ 万円

財源　市：１００万円

　地球温暖化の抑制や自然エネルギーを推進
するため、家庭用燃料電池（エネファーム）
の設置費用の一部を補助し、自然環境の保全
や循環型社会の構築を積極的に進めます。

第１章 自然と共生したまちづくり

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル推進
　 事業　( 環境保全課 )

７５０ 万円

財源　市：７５０万円

ごみの減量化・
リサイクルを推
進するため、毎
月第２・４日曜
日に市役所本庁
舎と若宮コミュ
ニティセンター
の２ヶ所で資源
物 拠 点 回 収 を
行っています。

ごみとして処理されている古紙などを再資
源として有効活用するため、リサイクル活動
登録団体へ回収１kg 当たり８円の奨励金を交
付します。また、ごみの減量化を図るため、
生ごみ処理機器購入者、ダンボールコンポス
ト購入者に補助金を交付します。

水利用と上水道の整備

■ 浄水施設整備事業　( 水道課 )

７億８，１９１ 万円

財源　国：２億４０５万円
         その他：３９０万円
         市：５億７，３９６万円（うち市債：５億３，７６０万円）

宮若市の水道水は、八木山川水系の地下水
と犬鳴ダムを水源とした上水道により供給し
ており、計画的に水道施設の整備を進めてい
ます。平成２６年度は生見浄水場や沼口浄水
場など浄水施設の整備を行いました。

また、平成２４年度より継続して実施して
いる生見、神ノ隈浄水場統合整備事業におい
て、平成２７年度より（新）生見浄水場本体
工事を行います。
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第
１
章

■ 配水管整備事業　( 水道課 )

９，４４６ 万円

財源　その他：９３３万円
         市：８，５１３万円（うち市債：５，７９０万円）

　各浄水場できれいになった水を運ぶための
配水管が市内の各所に埋設されています。平
成２７年度は福岡・直方線外３カ所の配水管
布設工事及び市内の配水管の整備を実施しま
す。
　

下水道等の整備

■ 公共下水道建設費　( 下水道課 )

５億２，５１７ 万円

財源　国：１億８，０００万円
         その他：１，２１７万円
         市：３億３，３００万円（うち市債：２億３，９７０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下
水道事業の進捗状況と併せて、詳細設計と調
査などの業務を行い事業認可区域内の幹線管
きょの整備や末端管きょの整備促進を図りま
す。

また、遠賀川中流流域下水道事業では、広
域的な汚水処理対策を図るため、福岡県と関
連市町が連携を図りながら整備を促進してい
ます。

　

■ 合併浄化槽整備事業　( 下水道課 )

２，７４２ 万円

財源　国：９１１万円　県：９１１万円
         市：９２０万円

　宮若市汚水処理施設構想に基づき、公共下
水道整備区域以外での浄化槽の設置を推進し
ます。平成２７年度は、５人槽３０基、７人
槽３０基、１０人槽５基、１１人槽以上３基
の合計６８基の設置を図ります。

　

　

治山・治水・砂防対策の充実

■ 荒廃森林再生事業　( 農政課 )

７，０６５ 万円

財源　県：７，０６５万円

　森林には、木材生産だ
けでなく、水や酸素の供
給、土砂災害防止、洪水・
渇水の緩和や地球温暖化
の防止などの役割があり
ます。

しかし、近年では林業不振等による森林の
荒廃が進行しており、洪水や渇水、土砂災害
の発生など、人々の生活に大きな影響を及ぼ
す恐れがあります。そのため、福岡県では、
森林環境税を使った取り組みを実施していま
す。宮若市も未整備となっている森林の整備
に向けた取り組みを行っています。

■ 砂防費　( 土木建設課 )

３，１１０ 万円

財源　県：１，２５０万円
         市：１，８６０万円（うち市債：１，２５０万円）

　福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策
事業により、金生の宮日田地区の整備を進め
ていきます。
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第
２
章

調和のとれた土地利用の促進

■ 国土調査の実施　( 土地対策課 )

８，１８２ 万円

財源　国：３，２３１万円　県：１，６１６万円
         市：３，３３５万円

平成２７年度は、下有木地区の一部の地籍
図、地籍簿の作成と、下有木地区の一部及び
山口地区の一部の一筆地調査、測量を実施し
ます。地籍調査完了後は、国の承認を経て法
務局の字図と登記簿が修正され、土地取引の
円滑化や行政運営の効率化を図ります。

　　

中心拠点、地区拠点の整備

■ 庁舎整備基本計画の策定
　 ( まちづくり推進課 )

３５０ 万円

財源　市：３５０万円

　中心拠点の整備については、平成２６年度に
策定した中心拠点整備基本構想を踏まえ、庁
舎整備基本計画の策定に着手します。計画の
策定は、市民アンケートの実施等による市民
等の意見を踏まえながら、進めていきます。

定住・住宅施策の推進

■ 住宅団地整備事業　( まちづくり推進課 )

２億３，７５２ 万円

財源　国：２，９６０万円　
　　　市：２億７９２万円（うち市債：３，９９０万円）

　平成２６年度に実施
した仮造成工事に引き
続き、（仮称）光陵住
宅団地内の道路や道路
内埋設物等の公共施設
の整備を中心とした工
事に着手します。

　

■ 定住促進事業　( まちづくり推進課 )

９，２６４ 万円（うち繰越分：５，８０５万円）

財源　国：４，８９７万円　
　　　市：４，３６７万円

　定住奨励金については、平成２０年度に制
定した定住促進条例に基づき、宮若市に定住
するために新たに住宅等を取得した人を対象
に奨励金を交付します。子育て・新婚世帯家
賃補助については、将来の定住者となり得る
若い世代の確保を図るため、新婚世帯と転入
した子育て世帯を対象に民間賃貸住宅の家賃
の一部を補助します。補助金額は、上限を月
額２万５千円とし、補助期間は最長で３６ヶ
月としています。

■ 住宅管理事業　( 建築都市課 )

４，１１２ 万円

財源　国：１，７１１万円　県：９０万円
　　　市：２，３１１万円

　市営住宅長寿命化計画の維持管理計画に基
づき、住宅の安全性確保及び長寿命化を図る
ために、国・県の補助金を活用し、陽の浦団
地及び神田団地外壁改修工事を実施します。

また、市民が快適に住み続けられること及
び市民の消費を促し、地域経済の活性化を図
るため住宅改修補助金制度を継続し、対象を
地区公民館の改修にも拡充します。

さらに、宮若市耐震改修促進計画に基づき、
木造戸建て住宅耐震改修補助金制度を引き続
き実施します。

道路・交通網の整備

■ 道路橋りょう総務費　( 土木建設課 )

４００ 万円

財源　市：４００万円

市民と行政が協働して良好な道路環境の保
全を推進するための「宮若市道路愛護推進活
動に関する資材等支給基準」について、平成
２７年度も制度の周知を積極的に行い、活用
団体の増加に努めます。

第２章 個性豊かな快適生活のまちづくり
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■ 道路新設改良費　( 土木建設課 )

６億８，８７０ 万円

財源　国：３億１１８万円
         市：３億８，７５２万円
　　　（うち市債：２億８，６００万円）

　市域を通過する各県道との整合性を図りな
がら、原田・沼口線、菅牟田・日陽線、宮田・
三抗線、小谷線、前平田・和田線、浦田・京野線、
赤木・大谷線、坂元・中川原線外の幹線道路
の利便性・安全性を高める整備に努めます。

　
　
■ 高齢者社会に対応した生活交通
　 手段の確保　( 産業観光課 )

３，９０３ 万円

財源　県：５８万円　市：３，８４５万円

　地域バス路線対策として、路線バス廃止代
替７路線及び路線バス（ＪＲバス・西鉄バス）
並びに中学校統廃合による東部地区の通学手
段確保に係る運行維持費を補助します。また、
地域公共交通を構築するため、交通事業者や
乗降者へのヒアリング等を行い、地域公共交
通基本構想・基本計画を策定します。
　
　

公園・緑地の整備

■ 観光資源の整備　( 産業観光課 )

２，７４０ 万円

財源　国：２４２万円　県：１３３万円
         その他：４９４万円　市：１，８７１万円

　市の観光資源である
「いこいの里千石」のほ
か、公園や観光施設の維
持管理を行います。また、
平成２７年度は福丸バス
停の交流スペース維持管

理や、その他、脇田温泉街路灯のリニューア
ルを行います。

■ 河川公園・２０００年公園維持
　 管理事業　( まちづくり推進課 )

１，３７４ 万円

財源　市：１，３７４万円

　犬鳴川河川公園
や２０００年公園
については、市民
団体等との協働に
よる管理を行うと
ともに、市民団体、企業、行政、学校等によ
る多くの方々の交流の場としての活用を推進
します。

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 防災拠点施設の整備促進
　 ( 総務課・まちづくり推進課 )

４，２２０ 万円

財源　市：４，２２０万円（うち市債：３，７２０万円）

災害時等の情報発信を含め、食糧等の備蓄
や防災教育・訓練等に活用でき、防災拠点と
なる防災センターの整備を進めます。

■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

８００ 万円

財源　市：８００万円

　自治会などによる防犯灯の設置を支援し、
犯罪を防止する環境整備を進めます。

　

■ 自主防災組織の育成　( 総務課 )

９７ 万円

財源　市：９７万円

　自主防災組織について
は、自助・共助・公助の
基本理念に基づいた地域
防災力の向上に向け、組
織の設立・育成に取り組
むとともに、災害時の初
動対応や避難行動要支援
者避難支援体制の構築を図ります。
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企業誘致の推進

■ 企業誘致活動　( まちづくり推進課 )

１２４ 万円

財源　市：１２４万円

磯光工業団地は、九州
自動車道のインターチェ
ンジが近く、上下水道な
どのインフラが整ってい
る優位性をアピールしな

がら、積極的な誘致活動を推進します。

商業の振興

■ 特産品の開発・販路開拓の推進
　 ( 産業観光課 )

２５０万円

財源　市：２５０万円

　特産品や農産物の販路開拓や宮若ブランド
の確立を図るため、商業者と認定農業者で組
織する「宮若じまん振興会」に対して補助金
を交付し、販路拡大や普及促進を推進します。

観光の振興

■ イメージアップ事業　( 産業観光課 )

１１６ 万円

財源　その他：１１６万円

　宮若市のイメージアッ
プを図るため、宣伝効果
や話題性が高く、市の特
産品でイメージキャラク
ターでもある追い出し猫
を積極的に活用して、市
内外のイベントや観光物
産展等を通じて市の特産
品や観光の PR を行いま
す。

第３章 活気にあふれる多様な産業と交流のまちづくり

農林業の振興

■ 営農推進対策事業　( 農政課 )

７０５ 万円

財源　市：７０５万円

宮若市独自の事業として、認定農業者連絡
協議会の運営や有害鳥獣等防除、特別栽培米
の生産に対して補助を行っています。また、
特産品の開発や販路拡大等にも取り組み、農
業の推進を図ります。
　

■ 青年就農給付金　( 農政課 )

８２５ 万円

財源　国：８２５万円

若年層の就農意欲を高め、その後の定着を
図るため、就農を希望する４５歳未満の者が
経営開始計画等に沿って新しく農業を行う場
合、最長５年間、就農給付金を給付します。

■ 多面的機能支払交付金事業　( 農政課 )

３，６１５ 万円

財源　国：１，８０７万円　県：９０４万円
　　　市：９０４万円

　農地や農業用水などは、水を蓄えたり、洪
水を防止するなど、多くの役割によって私た
ちの生命と財産を守っています。農業や農村
が持つ役割を維持するため、農用地の保全管
理をする共同活動を支援します。
　

工業の振興

■ 中小企業の経営支援　( 産業観光課 )

２，０００ 万円

財源　その他：２，０００万円

中小企業者の金融円滑化を図ることを目的
として、必要な資金を貸し出す中小企業振興
資金融資制度に基づいて、預託金を市が指定
する取扱い金融機関に預けています。
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第４章 健康でやすらぎのある福祉のまちづくり

社会福祉の充実

■ 面接相談員配置による体制強化
　 (保護人権課 )

４２３ 万円

財源　国：３１７万円　市：１０６万円

生活保護制度に精通した面接相談員を配置
して、要保護者からの生活相談に対する指導・
助言や生活保護の申請手続きなどの支援を行
い、生活保護行政の適正化に努めます。

■ 生活困窮者自立支援事業　(保護人権課 )

８６３ 万円

財源　国：６４７万円　市：２１６万円

本年４月からはじまる生活困窮者自立支援
制度のもと、生活保護に至る前の生活困窮者
に対して、相談窓口を開設するとともに、主
任相談支援員及び相談支援員を配置し、個々
のニーズに応じ、自立に向けた包括的な支援
の実施に努めます。

児童・母子福祉の充実

■ 母子家庭等への支援　( 子育て支援課 )

２億１，１９５ 万円

財源　国：７，２２５万円　市：１億３，９７０万円

　母子（父子）家庭等の生活の安定と自立支
援を促進するために児童扶養手当や高等職業
訓練促進給付金等の給付を行います。また、
児童扶養手当については、法改正により、平
成２６年１２月から児童扶養手当よりも少額
の公的年金等を受給する（している）方につ
いて、その差額分が支給されるようになりま
した。

　

　

■ 子育て世帯への支援　( 子育て支援課 )

１，５７５ 万円

財源　国：１，５７５万円

　消費税率引き上げに伴う、子育て世帯の家
計への負担を軽減することを目的に、臨時的
な給付措置として、平成２７年度も引き続き、
児童手当受給者（特例給付世帯を除く）に対し、
子育て世帯臨時特例給付金を支給します。

　　　　

■ 保育所の運営　( 子育て支援課 )

５億５５３ 万円

財源　国：１億２６万円　県：６，０６４万円
         その他：８，７１９万円　市：２億５，７４４万円

　保育所における通常保育、延長保育及び一
時保育など保育サービスを継続して実施し、
保育体制の充実を図ります。病児保育事業に
ついては、看護師等専門職員の配置や専用ス
ペースの確保などの基準を満たす必要がある
ことから、実施方法等の検討・調査を進めて
いきます。

　
■ 子育て支援センターの運営
　 ( 子育て支援課 )

２，０８０ 万円

財源　国：７７５万円　県：８０５万円
　　　その他：１５０万円　市：３５０万円

　３箇所の子育て支援センターのさくら幼児
園（さくらんぼ）、宮若リコリス（たんぽぽ）、
若宮幼稚園（たけんこ）では、子育て相談や
親子の交流の場として地域の身近な子育て支
援の拠点として運営を行います。

また、現在、さくら幼児園（さくらんぼ）
と若宮幼稚園（たけんこ）の２箇所で実施し
ている一時預かり事業を継続します。

　

第
３
章
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■ 認定こども園の運営　( 子育て支援課 )

１億１，１１７ 万円

財源　国：１，５５１万円　県：７８５万円
　　　その他：１，５３４万円　市：７，２４７万円

　公立の認定こども園
「さくら幼児園」におい
て、通常保育及び延長保
育などの保育サービスを
継続して実施します。
　

　　　

高齢者福祉の充実

■ 地域包括支援センター事業
　 ( 健康福祉課 )

５，５４２ 万円

財源　県：７万円　その他：５，３４１万円
　　　市：１９４万円

　高齢者が住み慣れた地域で、自立して生活が送
れるように、地域の実情に応じた介護予防ケアマネ
ジメント等の事業を実施しながら、相談体制や地域
における医療・介護・介護予防・住まい・生
活支援を一体的に提供する「地域包括ケアシ
ステム」の構築を図ります。

　

■ 介護予防事業　(健康福祉課 )

３，６３０ 万円

財源　その他：１，５７５万円　市：２，０５５万円

介護予防事業は、元気な高齢者が介護の必
要な状態になることを予防するための取り組
みです。

■ 通所型介護予防事業
要支援・要介護状態となる可能性の高い６５

歳以上の人を対象に、運動器の機能向上、栄
養改善、口腔機能の向上などの教室を開催し
ています。平成２７年度からは、教室数を増
加する予定です。

■ 介護予防普及啓発事業
運動器の機能向上、栄養改善、口腔機能の

向上、認知症予防を目的として公共施設及び
自治会などで実施する介護予防教室を通して
介護予防に関する知識を習得してもらい、日
常生活の中で自発的に介護予防の取り組みが
行われるよう支援します。

障がい者福祉の充実

■ 自立支援医療給付費事業　(健康福祉課)

９，１２６ 万円

財源　国：４，５６４万円　県：２，２８１万円
         市：２，２８１万円

　障がいのある人の手術等の医学的処置や機
能障がいの軽減改善を図るための医療費を給
付します。また、障がいを除去・軽減する手
術等、治療により確実に効果が期待できる障
がいのある児童に対し、生活能力を得るため
に必要な医療費の支給を行う等、生活の支援
を行います。

■ 介護給付費・訓練等給付費事業
　 ( 健康福祉課 )

５億６，４６１ 万円

財源　国：２億８，２３１万円　県：１億４，１１５万円
         市：１億４，１１５万円

　住み慣れた家庭や地域で安心して充実した
生活が送れるよう、訪問系サービス、日中活
動系サービス及び居住系サービスなど利用者
の目的にあったサービスを提供します。

　
　

■ 地域生活支援事業　(健康福祉課 )

３，５７７ 万円

財源　国：６９２万円　県：４１５万円
         その他：１２２万円　市：２，３４８万円

　障がいのある人やその保護者などの相談体
制の確立を図るとともに、意思疎通支援や移
動支援、日中一時支援、日常生活用具給付等
事業、医療的ケア支援事業、障がい者サロン
事業など、安心して日常生活が送れるような
支援体制の整備を進めます。
　

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

１５５ 万円

財源　市：１５５万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するため
の経験を積む機会としてチャレンジ雇用を実
施し、民間企業への円滑な就職を支援します。
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健康づくりの推進

■ 健康診断・がん検診　(健康福祉課 )

２，０４２ 万円

財源　国：１９９万円　その他：９６万円
　　　市：１，７４７万円

　生活習慣病の早期発見、重症化予防のため、
１８歳以上の市民を対象に健康診断及びがん
検診（胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、
乳がん）を実施します。

　　　
■ 特定健康診査・特定保健指導
　 ( 市民生活課 )

１，５８４ 万円

財源　国：２９３万円　県：２９３万円
         市：９９８万円

　特定健康診査（特定健診）は内臓脂肪型肥満
に着目した健康診査でメタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）に該当する人など
を対象に、生活指導などを行い、生活習慣病
を予防することを目的としています。また、
受診率の向上対策として、自己負担の無料化
を行います。

医療機関と連携を図り受診率の向上に努め
るとともに、健診の結果、生活習慣病の予備
軍や要受診者となる方を対象に、保健師・管
理栄養士による受診指導、生活改善指導を実
施し、疾病の発症・悪化の防止に努めます。

　

■ 妊婦健康診査　(健康福祉課 )

２，５６５ 万円

財源　市：２，５６５万円

　妊娠中の健康管理にとって重要な妊婦健康
診査の受診を促進し、母子ともに安全な出産
を迎えるため、妊婦健康診査にかかる費用の
公費負担を行います。また、出産後の子育て
がスムーズにいくように妊産婦に対する支援
を行います。

　

　

■ みやわか健康ポイント事業
　 ( 健康福祉課 )

２７３ 万円

財源　市：２７３万円

　市民一人ひとりの自主
的な健康づくり活動を支
援し、本市全体の健康気
運を高めていくため、健
康づくりに関する事業を
ポイント化し、ポイント
達成者（応募者）の全員
に記念品を贈呈していま
す。

　

■ 予防接種　(健康福祉課 )

８，５８１ 万円

財源　市：８，５８１万円

　感染症の発生や流行を予防するため、予防
接種法に定められた予防接種の推進を行いま
す。また、本市独自の事業として、７０歳以
上を対象とした高齢者肺炎球菌予防接種の費
用の一部助成を継続して行います。

・三種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風）
・四種混合
（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ）
・二種混合（ジフテリア、百日せき）
・日本脳炎　　・ＭＲ（麻疹、風疹）
・ポリオ　　　・インフルエンザ
・ＢＣＧ　　　・小児肺炎球菌
・ヒブ　　　　・ＨＰＶ（子宮頸がん）
・水痘　　　　・高齢者肺炎球菌
・成人用肺炎球菌
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第５章 豊かな心を育むまちづくり

学校教育の充実

■ 英語教育・外国語活動の推進
　 ( 学校教育課 )

１，８１１ 万円

財源　市：１，８１１万円

　平成３２年度から完全実施される小学校に
おける英語教育の教科化等を見据え、英語教
育の強化的な事業に取り組みます。幼稚園か
ら中学校までの全学年においてＡＬＴの配置
を行い、英語教育・外国語活動を推進してい
きます。

　
■ 宮若市立小中一貫教育校の整備　
 　( 学校教育課 )

１８億１３２ 万円

財源　国：６億７２４万円
         市：１１億９，４０８万円
　　　（うち市債：９億６，３７０万円）

　宮若西中学校・若
宮小学校（小中一貫
教育校）の建設につ
いては、平成２６年
度より、新校舎の建
築に着手しており、

平成２８年４月の開校に向けて、安全に工事
を進めます。

■ 確かな学力の育成　( 学校教育課 )

１，７６０ 万円

財源　市：１，７６０万円

学力向上について
は、確かな学力を確立
するための基礎的で基
本的な知識と技能の習
得や思考力と判断力と
表現力などを育成し、
学習意欲の向上や学習

習慣の定着を図るため、学力向上プロジェク
ト E 事業を中心として様々な事業を実施して
います。

今年度より放課後の学力補充学習（モデル校
３校）に取り組み、また、教育の資質向上の
ための研修会「みやわか教師塾」を開催します。
さらに引き続き、学力実態調査・体力実態調
査の実施、授業改善を目的とした教職員の指
導力向上のための教職員研修の実施、サタデー・
ピア・スクールにおいて国語、算数の２教科
に加え、トヨタ自動車九州㈱の協力を得て、
サイエンススクールを実施いたします。

また、児童生徒の学力向上と、開かれた学
校づくりの推進のために、土曜日授業を実施
します。

医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民生活課 )

５６ 万円

財源　市：５６万円

　本市国民健康保険財政の健全化に向けた取
り組みの一つとして、ジェネリック医薬品（後
発医薬品）の使用による減額通知を実施し、
普及促進に努めます。また、生活習慣病予防
による医療費適正化対策として、受診勧奨レ
ベルの被保険者を対象とした「糖尿病教室」
の開設と健診結果による「予備軍」を対象に、
雇用契約による保健師、管理栄養士が個別訪
問を行い指導に努めます。

■ 子ども医療費の助成　( 市民生活課 )

１，７０８ 万円

財源　市：１，７０８万円

　子育て世帯における経済的な負担を軽減す
ることを目的に、平成２７年４月より子ども
医療費として、小学校１年生から小学校３年
生までの通院の医療費を医療機関ごとに、月
６００円の自己負担限度額以上を助成します。
また、小学校１年生から中学校３年生までの
入院について、日額５００円（月７日上限）
の自己負担限度額以上を償還払いとして助成
します。

第
４
章
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第
５
章

■ 教育施設の適正配置　( 学校教育課 )

４７５ 万円（うち繰越分：３８４万円）

財源　市：４７５万円

　学校や幼稚園の整備計画については、宮若
西中学校区の小学校と幼稚園から整備を進め
ることとし、学校関係者、保護者等で組織す
る学校等整備計画策定委員会の中で協議し、
整備計画を作成いたします。また、整備計画
の完成後、計画に沿って通学に関する検討委
員会等必要な組織を設置し、教育環境の整備
を進めます。
　

■ 教育相談員配置事業　( 学校教育課 )

１，１４０ 万円

財源　市：１，１４０万円

　いじめや不登校、暴力行為などの諸問題を
未然に防止するため、学校や家庭、地域など
と連携して児童生徒を支援するとともに、教
育相談体制の充実を図ります。教育相談員２
名、ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）
１名及びスクールカウンセラー１名を配置し、
学校における様々な生徒指導問題に対応でき
るように努めます。また、不登校児童生徒対
策として教育支援センター（適応指導教室）に、
主任指導員１名、指導員２名を配置し、学校
に行けない児童生徒の学校復帰の支援を行い
ます。さらに、児童生徒、保護者の教育相談
も併せて行います。
　

青少年の健全育成

■ リコリス子どもまつり開催事業
　 ( 社会教育課 )

１６６ 万円

財源　市：１６６万円

　青少年健全育成
事業の一環として、
子ども達がつどい、
学び、遊びを通じ
て、これらの中か
ら創造する態度、
自立心の向上、仲間との連帯感を深めながら、
心豊かな感性を育てるため、地域が一体とな
り子どもまつりを開催します。

スポーツの推進

■ 光陵グリーンパークの整備
　 ( 社会教育課 )

１億１４３ 万円

財源　国：５，０５０万円
         市：５，０９３万円（うち市債：４，５８３万円）

　光陵グリーンパー
クは、平成２４年度
に光陵グリーンスタ
ジ ア ム（ 野 球 場 ）
が完成しました。平
成２７年度は引き続
き、クラブハウス、
進入路や駐車場など、市民の多様なニーズに
合った施設の整備を進めていきます。
　

芸術文化活動の充実

■ コンサート等鑑賞事業　( 社会教育課 )

１３９ 万円

財源　市：１３９万円

　身近に多様なジャンルの音楽を聴けるよう
に、生涯学習センター「宮若リコリス」のエ
ントランスホールを使ったコンサートや文化
講演会などを開催します。

　

文化財の保護・継承

■ 竹原古墳保存整備基本設計事業
　 ( 社会教育課 )

５３３ 万円

財源　市：５３３万円

　国指定史跡竹原古墳を
広く共有の財産として後
世に残していき、保存整
備や環境整備を推進する
ため、竹原古墳保存整備
基本設計の策定を行いま
す。
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第
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章

第６章 地域が自立した協働のまちづくり

ふれあい交流活動の充実

■ ３者協定に基づく海外交流事業
　 ( 総合政策課 )

２０８ 万円

財源　市：２０８万円

ト ヨ タ 自 動 車 九 州
㈱、宗像市及び宮若市
の地域連携事業の取り
組みとして、実施して
います。現地のホスト
ファミリーや同世代の
バディ等との交流、日本のことを伝えるプレ
ゼンテーション等を通じて将来を担うグロー
バルな人材を育成することを支援します。

平成２７年度は、参加対象を市内在住の高
校生に加え、中学生まで拡充し、１２名（宮
若市枠５名、宗像市枠５名、トヨタ枠２名）
の中高生をカナダに派遣します。

　
■ 市制施行１０周年記念事業の実施
　 ( 総合政策課 )

１，４６３ 万円

財源　市：１，４６３万円

　市制施行から１０周年を迎える節目を祝し、
多くの市民が集い、ふるさとへの愛着や一体
感を醸成できる記念事業を実施します。また、
各種記念事業をとおして、市内外へ本市の魅
力を効果的に発信し、今後のより良いまちづ
くりにつなげます。

　

地域コミュニティの形成

■ 職員地域担当制度　( まちづくり推進課 )

１８０ 万円

財源　市：１８０万円

　自治基本条例に基づく職員の地域担当制度
については、平成２７年度に若宮ブロック及び
笠松ブロックで事業を実施します。また、そ
の他のブロックについても制度の拡大を図っ
ていきます。

市民参加の推進

■ 宮若市イメージアッププランの実施
　 ( 総合政策課 )

１，７３３ 万円

財源　県：７５万円　その他：１９万円
　　　市：１，６３９万円

　広報紙やホームページ、住民開放端末にと
どまらず、フリーペーパーや新聞、ラジオな
ど様々な媒体を活用し、新しいまちのイメー
ジを定着させるための具体的な計画「宮若市
イメージアッププラン」に基づき、効率的・
効果的な情報発信を行います。特にホームペー
ジについては、リニューアルを進めるため、
平成２７年度は仕様の作成を進めます。

　

人権尊重社会の構築

■ 人権講演会・地域懇談会開催事業
　 ( 社会教育課 )

３９ 万円

財源　市：３９万円

　人権問題に対する理解と認識を深めるため
に、関係団体と連携し、人権講演会、地域懇
談会を実施します。

　

地域情報化の推進

■ 社会保障・税番号制度の導入
　 ( 総務課 )

４，３８７ 万円

財源　国：３，９３４万円
　　　市：４５３万円

　平成２８年１月に運用が開始されるマイナ
ンバー制度を円滑に導入するため、宮若市番
号制度推進委員会を中心として効率的かつ計
画的に推進していきます。また、制度導入後
にはマイナンバーの本市独自の利用方法等を
検討し、市民サービスの向上に資するよう努
めます。
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第
７
章

第７章 計画の推進と実現のために

■ 地番現況図等更新業務　( 税務収納課 )

７３３ 万円

財源　市：７３３万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課
税を図るため、地番現況図や公図の通年異動
更新と平成３０年度評価替えに向けての土地評
価見直し業務を行います。

　

■ 固定資産（土地）評価の価格修正
　 に伴う標準宅地時点修正業務
 　( 税務収納課 )

１３４ 万円

財源　市：１３４万円

　地価の下落を次年度の固定資産評価額に反
映させるため、７月１日時点における標準宅
地の時点修正率を土地の鑑定評価により求め、
市内全域の宅地などの価格の修正を行います。

　

■ 公共施設等総合管理計画の策定
 　( まちづくり推進課 )

９５０ 万円

財源　市：９５０万円

　市内の公共施設等の全体を把握し、長期的
な視点をもって更新・統廃合・長寿命化など
を計画的に行うことにより、公共施設の最適
な配置を実現することを目的に公共施設等総
合管理計画を策定します。

　

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
 　( 税務収納課 )

９０ 万円

財源　市：９０万円

　収納率の向上のために、資力のある滞納者
に対して、動産及び不動産の差押を積極的に
行い、公売会などを活用し、差押不動産の公
売を行うために、不動産鑑定士に評価を委託
します。また、ファイナンシャルプランナー
による多重債務者のための過払い利息分の返
還請求など、家計改善指導に取り組み収納率
の向上を図ります。さらに、平成２７年度も
相続財産管理人選任業務を委託し、選任され
た管理人により相続財産の処分を行い、滞納
となっている税の解消を図ります。

　

■ 宮若市まち・ひと・しごと創生
　 総合戦略の策定　( 総合政策課 )

１，０００ 万円（うち繰越分：１，０００万円）

財源　国：１，０００万円

　地域における雇用創出力の向上、事業創出
力の強化の取り組みを確実に東京一極集中の
是正に結びつけ、若い世代が安心して暮らせ
るための環境を整備し、「しごと」と「ひと」
の好循環を確立させ、活気にあふれる「まち
の創生」を実現するため、宮若市まち・ひと・
しごと創生総合戦略を策定します。
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一　般　会　計 １７３億７，４３８万円　

                 歳　入
区分 予算額

市税 ４２億４，２１６万円
地方譲与税 １億４，４６０万円
利子割交付金 ５１０万円
配当割交付金 ５７０万円
株式等譲渡所得割交付金 １００万円
地方消費税交付金 ５億５２０万円
ゴルフ場利用税交付金 ４，４３０万円
自動車取得税交付金 ２，９６０万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 １６０万円
地方特例交付金 ９１０万円
地方交付税 ４３億５，８０４万円
交通安全対策特別交付金 ６００万円
分担金及び負担金 １億４，６１７万円
使用料及び手数料 ３億８，８８８万円
国庫支出金 ３６億５，４６９万円
県支出金 １０億１，０３４万円
財産収入 ７，４９２万円
寄附金 ４５０万円
繰入金 ３，６５７万円
繰越金 ３億９，０００万円
諸収入 １億７，８８４万円
市債 ２１億３，７０７万円

性質別
区分 予算額

人件費 ２２億５７１万円
扶助費 ４１億３，８７９万円
公債費 １４億４，２０１万円
物件費 ２４億５，０５９万円
維持補修費 ２億７，７６１万円
補助費等 １４億９，４４５万円
繰出金 １６億８，５１９万円
積立金 ３，８２８万円
投資及び出資金・貸付金 ２，１２０万円
予備費 ３，０００万円
投資的経費 ３５億９，０５５万円

目的別
区分 予算額

議会費 １億７，８３３万円
総務費 １６億２，７２５万円
民生費 ６４億１，０１７万円
衛生費 １２億８，１９６万円
農林水産業費 ６億４０７万円
商工費 ２億２，８３０万円
土木費 １７億５，２５７万円
消防費 ７億１，８９７万円
教育費 ３１億７５万円
公債費 １４億４，２０１万円
予備費 ３，０００万円

歳　出

資料．予算概要
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国民健康保険特別会計 ３９億７，１０３万円　

歳　出歳　入
区分 予算額

国民健康保険税 ５億５，２４８万円
使用料及び手数料 ２４万円
国庫支出金 １１億７２７万円
療養給付費等交付金 １億３，０８９万円
前期高齢者交付金 ７億８，２４３万円
県支出金 ２億１６９万円
共同事業交付金 ９億５，１２０万円
繰入金 ２億４，３５３万円
諸収入 １３０万円

区分 予算額
総務費 ５，４４６万円
保険給付費 ２３億６，３７１万円
後期高齢者支援金等 ３億９，３２０万円
前期高齢者納付金等 ２４万円
老人保健拠出金 ２万円
介護納付金 １億６，４７７万円
共同事業拠出金 ９億６，９７９万円
保健事業費 １，７１９万円
諸支出金 ２６５万円
予備費 ５００万円

後期高齢者医療特別会計 ４億４，３９１万円　

歳　入 歳　出
区分 予算額

後期高齢者医療保険料 ２億９，８６８万円
使用料及び手数料 ２万円
繰入金 １億４，１６１万円
諸収入 ３６０万円

区分 予算額
総務費 ３８４万円
後期高齢者医療広域連合納付金 ４億３，４５７万円
諸支出金 ３６０万円
保健事業費 １４０万円
予備費 ５０万円
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簡易水道事業特別会計 １億４８７万円　

住宅新築資金等特別会計 ３９２万円　

公共下水道事業特別会計 ７億４，６７７万円　

歳　入

歳　入

歳　入

歳　出

歳　出

歳　出

区分 予算額
貸付回収金 ３４０万円
県支出金 ２８万円
財産収入 ２４万円

区分 予算額
住宅新築資金等貸付金 ２１万円
基金積立金 ２３万円
公債費 ３３８万円
予備費 １０万円

区分 予算額
分担金及び負担金 １９５万円
使用料及び手数料 ３，４７２万円
繰入金 ６，０４７万円
諸収入 ７７３万円

区分 予算額
総務費 １，３９８万円
事業費 ３，４１４万円
公債費 ５，６４５万円
予備費 ３０万円

区分 予算額
総務費 ９，１４１万円
公共下水道建設費 ５億２，５１８万円
公債費 １億３，００８万円
予備費 １０万円

区分 予算額
分担金及び負担金 １，０１８万円
使用料及び手数料 ２，００７万円
国庫支出金 １億８，０００万円
財産収入 １万円
繰入金 ２億９，４８１万円
諸収入 ２００万円
市債 ２億３，９７０万円
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吉川財産区特別会計 １２２万円　

水道事業会計

歳　入 歳　出
区分 予算額

財産収入 ２万円
繰入金 １２０万円

区分 予算額
総務費 ６９万円
財産費 ３３万円
予備費 ２０万円

（２）資本的収入及び支出

（１）収益的収入及び支出

区分 予算額
給水収益 ４億１，４６７万円
受託給水工事収益 ２，１５０万円
その他営業収益 ２４万円
負担金 ３，１２６万円
受取利息 ４万円
他会計補助金 ９４万円
水道加入金 ６４８万円
長期前受金戻入 ５，２４４万円
雑収益 ３１万円

区分 予算額
企業債 ５億９，５５０万円
他会計補助金 ３５３万円
負担金 １，３６２万円
国庫補助金 ２億４０５万円

区分 予算額
施設改良費 ８億７，６３８万円
固定資産購入費 ７４３万円
企業債償還金 １億５７６万円
予備費 １００万円

区分 予算額
原水及び浄水費 １億４，４６０万円
配水及び給水費 ８，５１６万円
受託給水工事費 ２，１５０万円
総係費 ５，６２６万円
減価償却費 １億７，６２４万円
資産消耗費 １４９万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ３，６９９万円
消費税 １，２５０万円
特別損失 ９５万円
予備費 １００万円

収　入 ５億２，７８８万円 支　出 ５億３，６６９万円

収　入 ８億１，６７０万円 支　出 ９億９，０５７万円



まちづくり出前講座のご案内
市役所や消防署などの職員が“暮らしに役立つ知識”を出前します。

■ まちづくり出前講座は、市役所や警察署、消防

　 署、法務局、社会福祉協議会の職員が皆さんの

　 ところへ出向いて開催する講座です。
　普段からの疑問や、暮らしに役立つ知識を仲間と一緒
に学びたいという方のために、メニューから好きなもの
を選んでいただき、市役所などの職員が会場まで出向き、
講座を開催するのが「まちづくり出前講座」です。
　市民の皆さんに市政や公的な制度に対する理解を深め
ていただき、協働のまちづくりを推進することも、この
出前講座の目的です。

■ 原則として、１０人以上の会合であることが必

　 要です。
　出前講座を開く条件を、原則として市内に在住、在勤、
在学する１０人以上のグループ、団体としています。よ
り多くの方に講座を聞いていただくことと、定例の会合
などの機会に利用していただきたいと考え、このような
条件を設けています。
　また、公序良俗に反する恐れのある場合や政治や宗教、
営利を目的とする場合など、出前講座の目的に反する場
合は講座をお断りします。

■ 年末年始を除き、開催できます。
　平成２７年度は、平成２７年１２月２９日（火）から翌年
１月３日（日）の６日間を除き、開催できます。時間は
午前１０時から午後９時までです。
　対応が難しい期間は、備考欄に休講期間等を記載して
います。その他、希望に添えない場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

■ 受講料は無料です。会場の準備は皆さんで。
　受講料は無料です。会場の準備は主催者である皆さん
のお力でお願いします。（スクリーンやプロジェクター
がない場合は持ち込みます。）

■ 関心のある方はご連絡を。申込書を送付します。

　 宮若市ホームページにもメニューや申込書を掲

　 載しています。
　関心を持たれた方は、宮若市役所総合政策課までご連

絡ください。

● 電話　　　　　０９４９（３２）０５１２　　

● ＦＡＸ　　　　０９４９（３２）９４３０

● Ｅメール　　　seisaku@city.miyawaka.lg.jp

● ホームページ　http://www.city.miyawaka.lg.jp/

平成２７年度版

Ｍenu（メニュー）

◆ 新メニュー（１講座）
テーマ・内容 時間 備考

１
●予防接種について
　保健センターパレットで実施している運動教室や食事に関する教室、みや
わか健康ポイント事業などについてお話します。

４０分 教室や検診等の実施時は、対応がで
きない場合があります。

◆ 法務局・警察署・消防署・社会福祉協議会の講座（８講座）
テーマ・内容 時間 備考

２ ●土地の境界について
　トラブルの多い土地の境界に関する基礎知識を紹介します。 ４０分

法務局による講座です。
３ ●相続と遺言について

　法務局の業務である登記制度を含めた相続手続きについて説明します。 ６０分

４ ●犯罪被害にあわないための防犯教室
　様々な犯罪を予防するための防犯教室です。 ３０分

警察署による講座です。
（１０時〜１７時まで）

５ ●高齢者の交通事故防止について
　高齢者の交通事故を防止するための講座を行います。 ３０分

出
前
講
座
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出
前
講
座

６
●地域福祉について
　見守り活動・サロン活動（公民館等の小さな地域を拠点としたお年寄りの
健康・生きがいづくり活動）の説明を行います。

６０分 社会福祉協議会による講座です。

７

●知っておきたい！防火・防災事前の備え
　各グループや地域での防火（消火器を使用しての消火訓練も可能）・防災・
地震（東日本大震災の教訓を基本として）への知識や、災害時の対処方法等
について説明します。

６０分

消防署による講座です。
※災害出動時、火災予防週間など対
応できない場合があります。８

●普通救命講習会（修了証を交付します）
　応急処置、ＣＰＲ（心肺蘇生法）実技、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の
取扱いなどを説明します。ビデオや心肺蘇生訓練用の人形を使用しての実技
訓練も実施します。

１８０分

９ ●簡易救命講習会（修了証の交付はありません）
　普通救命講習会の内容を簡略化して説明します。 ６０分

◆ まちづくりに関する話（７講座）

テーマ・内容 時間 備考

１０ ●第１次宮若市総合計画後期基本計画について
　平成２５年度から５年間の市の主要な取組みについて説明します。 ３０分

１１
●定住のススメ
　「新婚世帯や子育て世帯への家賃補助」や「新たな住宅取得への奨励金」
など市の定住促進策についてご紹介します。

４０分

１２ ●宮若市の財政について ４０分

１３
●まちづくりに対する支援制度について
　市民の皆さんが行う、まちづくり活動や地域コミュティ活動に対する補助
金制度などについて説明します。

３０分

１４ ●情報公開制度と個人情報保護制度について ３０分

１５ ●宮若市の広聴制度について
　皆さんの意見を取り入れる市のしくみを説明します。 ４０分

１６ ●都市計画って何？
　都市計画制度と宮若市の現状を説明します。 ３０分

◆ 福祉・健康づくりに関する話（１７講座）
テーマ・内容 時間 備考

１７ ●ニュースポーツの紹介及び体験講座
　アジャタ、ドッヂビー、カローリングの紹介及び体験講座を行います。 ６０分 運動が出来る服装

体育館シューズ

１８ ●成年後見制度について
　成年後見制度に関することについての説明をします。 ６０分

１９
●介護予防について
　介護予防について学習し、毎日活動的に過ごすためのアドバイス等を行い
ます。

６０分

２０

●認知症サポーター養成講座
　認知症に関する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族に
対してできる範囲で手助けをする認知症サポーターを養成します。受講者に
は、サポーターの証としてオレンジリングを贈呈します。

９０分
（相談可）

資料等の準備の都合上、必ず開催希
望日の１カ月前までにお申し込みくだ
さい。※ 児童・生徒用も後に記載し
ています。

２１ ●介護保険制度のしくみとサービスの利用について
　介護保険制度や保険料、申請方法、サービスの内容等について説明します。 ４０分

２２
●高齢者福祉サービスの活用について（介護保険以外）
　市が行う高齢者福祉サービスの内容、申請方法、利用者負担等について説
明します。

４０分

２３
●障がいのある人にはどんなサービスがあるの？
　障がい（精神、知的、身体）のある人が、どのような申請や手続きをすればサー
ビスを受けることができるのかを説明します。

４０分

２４
●パレットってどんなところ？
　保健センターパレットで実施している運動教室や食事に関する教室、みや
わか健康ポイント事業などについてお話しします。

３０分 教室や健診等の実施時は、対応がで
きない場合があります。
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２５
●健康診断で何がわかる？
　市が実施している健康診断（がん検診など）について、その必要性や受診
方法についてお話しします。

４０分
教室や健診等の実施時は、対応がで
きない場合があります。

２６
●こころの健康づくりについて
　うつ病などの精神疾患について、予防や相談窓口などについてお話ししま
す。

４０分

２７ ●バランスのとれた食事について
　健康づくりや生活習慣病予防のための食生活を説明します。 ６０分

調理実習は別途打ち合わせを行いま
す。（材料費のみ実費）

２８ ●食育について
　子どもの食べる力を育むための説明または調理実習を行います。 ６０分

２９ ●生活習慣病予防について
　高血圧・糖尿病・高脂血症について説明します。 ６０分

３０ ●メタボについて
　メタボリックシンドロームについて説明します。 ６０分

３１ ●ウォーキングについて ６０分

３２ ●子どもの健康について
　基本的な生活習慣病、健康づくり等について説明します。 ６０分

３３
●子育て支援サービスについて
　宮若市で行っている保育サービスや手当などの子育て支援サービスについ
て紹介します。

３０分

◆ くらしに関する話（９講座）

テーマ・内容 時間 備考

３４ ●国民健康保険制度について ３０分

３５ ●後期高齢者医療制度について ３０分

３６ ●市民税について
　市民税について説明します。 ３０分 ※４〜７月の課税時期、１〜３月の申

告時期は休講します。

３７ ●固定資産税について
　固定資産税のしくみについて説明します。 ３０分 事前に希望内容をお伝えください。

※４〜６月、１１〜３月は休講。

３８ ●広報紙をつくろう
　団体の機関紙の製作について、アドバイスします。 ４０分 ※毎月１５日以降は、広報の編集時

期のため調整させていただきます。

３９
●ごみの減量化・分別・リサイクルについて
　ごみの減量化・分別方法・リサイクル及びごみ処理の流れについて説明し
ます。

６０分 次ページにくらじクリーンセンターの
施設見学も紹介しています。

４０
●消費生活講座「悪質商法にご注意を！」
　市内では、悪質商法の被害が頻発しており、その手口も巧妙になってきて
います。被害を未然に防ぐために、事例や対応策を学んでおきましょう。

３０分〜
　６０分 講話または寸劇形式で行います。

４１
●イノシシ対策について
　イノシシの生態や習性から、自己防衛の手段、市での駆除の現状などを説
 明します。

６０分 スクリーンとプロジェクターを使用し
て説明します。

４２ ●下水道のはなし
　下水道のしくみや受益者負担金、下水道使用料、排水設備等を説明します。 ４５分

◆ 教育や文化に関する話（４講座）
テーマ・内容 時間 備考

４３
●出前歴史講座「土器のお話」
　土器や玉類を通したふるさとの歴史や竹原古墳、損ヶ熊古墳の説明のほか、
現地での火起こし体験などを行います。

９０分

４４
●出前歴史講座「石炭産業のお話」
　貝島炭砿の話等、石炭産業についての講義です。その中で、石炭を燃やす
体験を実施します。

９０分

４５
●宮若市の歴史について
　「装飾古墳〜竹原の世界〜」「鞍手の仏たち」「戦国時代の宮若市」などに
ついてお話します。

６０分

出
前
講
座
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４６
●子どもの食を考える
　食育基本法のもとで、食育が推進されている現在、「食」に関していろい
ろなお話をします。

３０分

◆ 児童・生徒用のメニュー（１３講座）
テーマ・内容 時間 備考

４７ ●ニュースポーツの紹介及び体験講座
　アジャタ、ドッヂビー、カローリングの紹介及び体験講座を行います。 ６０分 安全面を考慮し、小学生以上が対象

４８
●「契約」って何だろう？
　身近な「契約」を中心に、クイズや寸劇などを行いながら、法律や法的な
ものの考え方を説明します。

４０分
法務局による講座です。
パワーポイントを使用します。
小学校４〜６年生対象です。

４９
●なにがあるの？どうしてあるの？やくそく・きまり
　決まりの重要性やルール作りをテーマとして、児童たちと身近なルールを
一緒に考えながら、ルール（法律）の重要性を説明します。

４０分 法務局による講座です。
小学校１〜３年生対象です。

５０
●人権教室
　いじめ、障がい者問題など、様々なテーマの人権問題をビデオ（ＤＶＤ）
や紙芝居を使い、分かりやすく説明します。

４０分
直方人権擁護委員協議会または法務
局による講座です。ビデオまたはＤＶ
Ｄを使用します。

５１ ●「認知症」ってなあに？
　認知症サポーター養成講座（№２０）を児童・生徒に向けて行います。

６０分〜
　９０分

（相談可）

資料等の準備の都合上、必ず開催希
望日の１カ月前までにお申し込みくだ
さい。

５２

●消費生活講座「これってアヤシクない？」
　携帯電話やインターネットは便利ですが、注意して使わないと思わぬトラ
ブルに巻き込まれることがあります。被害にあわないよう、「消費者トラブル」
を学んでおきましょう。

４５分

５３ ●子ども防火教室・防災講話・消火訓練
　消火器の使用方法や花火などの注意事項を説明します。 ６０分

消防署による講座です。
※災害出動等がない限り対応できま
す。

５４ ●出前歴史講座「土器のお話」
　№４３を児童・生徒向けに行います。火起こし体験もあります。 ９０分 小学校６年生〜中学生対象です。

５５ ●出前歴史講座「石炭産業のお話」
　№４４を児童・生徒向けに行います。石炭を燃やす体験もあります。 ９０分 小学校６年生〜中学生対象です。

５６

●ブックトーク
　ブックトークとは、ある一つのテーマに沿って何冊かの本をトークで繋げて
紹介していくものです。子どもたちへの読書案内の一つで、子どもたちが今
まで知らなかった本との出会いをお手伝いします。

４５分

小・中学生対象です。（最大４０人で、
１学年単位や２学年合同などで、申
し込みください。）
※準備が必要ですので、希望日の４０
日前までにお願いします。

５７ ●おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどで、楽しいおはなしの時間をつくります。 ３０分 ３歳〜未就学児対象です。

５８ ●選挙のしくみ ４０分 ※ 選挙期間中は休講します。

５９ ●新聞をつくろう
　紙面への表現についてやさしく教えます。 ３０分

小・中学生対象です。
※毎月１５日以降は、広報の編集時
期のため調整が必要です。

◆ 施設見学（出前ではありませんが、ご紹介します。３講座）
テーマ・内容 時間 備考

６０
●桐野浄水場あるいは沼口浄水場
　上水道施設のしくみについて説明します。浄水場の見学後、説明を行います。
桐野、沼口どちらか一方で６０分です。

６０分
児童・生徒も歓迎します。
※水質検査のため毎月第３木曜日は
休講します。

６１
●くらじクリーンセンター（本城）
　燃えるごみを固形燃料（ＲＤＦ）として再生する施設です。現地での説明と
施設見学ができます。

６０分 児童・生徒も歓迎します。

６２

●青少年育成ゾーン
　子ども達が夢を描けるまちを目指して整備を進めている青少年育成ゾーン。
西鞍の丘総合運動公園芝生フィールド、若宮コミュニティセンター「ハートフ
ル」、宮若市生涯学習センター「宮若リコリス」、東部総合運動公園「光陵グリー
ンパーク」の４つの施設について、特長やこれまでの取り組みについて説明し
ます。

（要相談）

各施設への移動は各自でお願いしま
す。現地にて職員が説明を行います。
※大会やイベント開催などで対応で
きないことがあります。

出
前
講
座

23まちづくり出前講座
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本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課
総務グループ 職員の人事、給与、研修、福利厚生、文書、情報公開、個人情報保護など ３２−０５１１
防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報推進係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１
契約係 契約、請負業者の指名及び入札など

市 民 生 活 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課

市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３
資産税係 土地、家屋及び償却資産の評価、賦課など

収納・滞納対策係 市税、国民健康保険税の徴収及び市税等諸証明の交付、税及び料の滞納対
策全般など ３２−１００８

総 合 政 策 課
秘書広報係 表彰、市長及び副市長秘書、広報など

３２−０５１２政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、出前講座、国際交流など
財政係 予算編成、執行管理、財政計画、地方交付税、市債、行財政改革など

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園、空き家・空き地対策、企業誘致など ３２−０７７３
拠点整備推進係 拠点整備の促進など

子 育 て 支 援 課 子育て支援係 児童及び母子福祉、児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談など ３２−０５１７
幼児育成係 保育所維持管理・運営、学童保育など

健 康 福 祉 課

障害者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５１５
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、戦傷病者遺族等援護、高齢化対策など
健康対策係
（保健センターパレット） 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ５５−６０００

地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課

事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７
保護係 生活保護に関することなど

人権福祉係 民生・児童委員、人権・同和対策、男女共同参画、隣保館、日本赤十字社事業、
住宅新築資金など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など ３２−０５１６
環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄、太陽光発電等設置助成など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など ３２−０５１９
観光推進係 観光振興、いこいの里千石等観光資源、犬鳴ダム周辺公園など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８
農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、土地収用法、地価公示法、市道の認定、道路台帳、占用

使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市グループ 都市計画、建築協定、景観、緑化対策、市営住宅の建設・維持管理など ３２−０９５５
住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課

維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など

農業土木係 農業用施設等の新設・改良・維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止
事業、力丸用水など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９
管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など

会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

学 校 教 育 課 管理係 学校・幼稚園の施設整備及び維持管理など ３２−１００７
学校教育係 児童就学、奨学金、通学区域など

社 会 教 育 課
公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３
社会教育推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習など ３２−３２１０
文化振興係 文化財、文化振興など

学 校 給 食 課 学校給食係 学校給食、給食センターなど ３２−０７１５
議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員及び公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 課 市民福祉グループ 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
オフトーク放送、児童及び母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。
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。

　

こ
の
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私
た
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、
将
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、
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市
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美
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を
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く
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い
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ぎ
の
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一　
ふ
る
さ
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愛
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、
誇
れ
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ま
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を
つ
く
り
ま

　
　
　
す
。

　  市の木・桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  市の花・彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

市章
「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。
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